
廃
炉
に
よ
る
廃
材
の
再
1

進
め
ら
れ
て
い
る
。
東
海

一
一

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

図
形
の
一
部
を
拡
大
す
る
と
、
元
の
図
と
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
ヲ
ラ

と
呼
ぶ
。
海
岸
線
や
な
ど
、
自
然
に
は
こ
の
特
徴
を
持
つ
も
の
が
多
い
。
こ
う
し
た

数
学
の
考
え
方
で
と
ら
え
る
「
フ
ラ
ク
タ
ル
理
論
」
が
、
コ
ン
ピ
コ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ

G
)
や
経
済
理
論
な
ど
の
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

(
大

.

、

国
境
の
長
さ
測
b
方
で
差

■
カ
リ
フ
ラ
ワ
1
か
ら
切
り
取

つ
た
小
さ
い
房
は
、
元
の
房
に

よ
く
似
た
形
を
し
て
い
る
。
更

に
小
さ
く
分
け
て
も
や
は
り
似

て
い
る
。
一
部
を
切
わ
出
し
て

も
、
元
と
よ
く
似
た
形
が
現
れ

る
「
自
己
相
似
性
」
は
、
フ
ラ

ク
タ
ル
の
考
え
方
の
基
本
だ
。

線
の
実
に
小
さ
な
三
角
形

を
無
限
に
付
け
加
え
て
作
る
コ

ツ
ホ
曲
線
や
、
三
角
形
の
中
に

逆
三
角
形
の
穴
を
開
け
て
、
分

か
れ
て
で
き
た
三
角
形
に
も
同

じ
操
作
を
券
返
し
て
作
る
シ

エ
ル
ピ
ン
ス
キ
ー
・
ギ
ャ
ス
ケ

ツ
ト
な
ど
が
代
表
例
。
海
岸
線

や
自
然
の
地
形
を
基
に
し
た
国

境
線
な
ど
も
不
規
則
に
見
え
る

が
、
フ
ラ
ク
タ
ル
だ
。
拡
大
し
て

も
、
同
じ
よ
う
に
複
雑
で
元
と

>
>

シ

Ξ

似
た
形
が
ど
こ
か
に
現
れ
る
。

数
学
者
、
プ
ノ
ワ
・
マ
ン
デ

ル
プ
ロ
博
士
圍
は
1
9
6
0
年

伐
そ
う
し
た
複
雑
な
形
を
数

学
の
考
え
方
で
と
ら
え
る
理
論

を
ま
と
め
た
。
そ
の
き
っ
か
け

は
海
岸
線
や
国
境
線
の
長
さ
を

巡
る
議
論
だ
っ
た
。

複
雑
な
国
境
線
な
ど
の
長
さ

は
、
測
る
物
差
し
の
長
さ
に
よ

つ
て
異
な
る
。
小
さ
な
物
差
し

を
使
え
ぱ
、
よ
り
細
か
い
凸
凹

ま
で
測
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら

だ
。
当
時
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス

ペ
イ
ン
が
考
え
て
い
た
国
境
の

長
さ
に
差
が
あ
っ
た
の
も
そ
の

た
め
だ
。
つ
ま
り
、
物
差
し
が

小
さ
く
な
る
ほ
ど
距
籬
が
長
く

な
る
。
マ
ン
デ
ル
プ
ロ
博
士
は
、

物
差
し
と
距
離
と
の
間
の
数
学

.

.

.

.

.

.

的
な
規
則
性
に

た
理
論
は
、
後

理
論
と
名
付
け

で
活
用
か
進
ん
、

特
に
C
G
分
野

頃
か
ら
盛
ん
に

た
。
山
や
川
、

自
己
相
似
性
を
備

フ
ラ
ク
タ
ル
理
論

然
な
形
が
描
け
る

例
え
ば
、
彰

複
数
の
大
き
な

を
作
り
、
周
り
に

フ
ラ
ク
タ
ル
理
論

し
て
い
く
ー

き
あ
が
る
。
C

と
●
ゆ
◆

分
け
の
西
田
友
吊

(
聞
)
は
「

像
を
少
な
い
デ
ー

作
れ
る
」
と
話
す

.

は
る

れ
な

す
く

測
長

計
ど

く
ほ

か
る

冊
す

熊
本
地
震
の
損
失
推
定

■

さ

身
近
な
生
活
の
中
に
活
用
さ

れ
た
倒
あ
る
。
酒
井
敏
・
京

都
大
教
授
(
脚
)
は
、
シ
エ
ル
ピ

ン
ス
キ
ー
・
ギ
ャ
ス
ケ
ッ
ト
に

似
た
形
を
立
体
的
に
組
み
A
易

せ
た
ヲ
ラ
ク
タ
ル
日
よ
け
」

を
2
)
)
6
年
に
開
発
し
た
。

フ
ラ
ク
タ
ル
構
造
の
木
の
葉
の

配
を
模
し
て
お
り
、
木
陰
の

よ
う
な
空
間
を
作
れ
る
。
風
通

し
が
よ
く
、
日
よ
け
自
体
が
熱

く
な
り
に
く
い
た
め
、
涼
し
く

感
じ
る
の
が
特
徴
だ
。
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
の
屋
上
や
壁
面
、
公
園

な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
現
在
、
最
も
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
経
済
理
論
へ

の
応
用
だ
。
 
Z
フ
ク
タ
ル
理
論

0
!

0
楚

約
k

国
主

.

を
う
ま
く
応
用
で
き
れ
ぱ
、
細

部
か
ら
全
体
像
を
つ
か
ん
だ

わ
、
全
体
を
見
て
細
部
を
楚

し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。

高
安
美
佐
子
・
東
京
工
焚

准
教
授
は
、
企
業
同
士
が
取
引

を
す
る
複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
フ
ラ
ク
タ
ル
構
造
が
灣
で

い
る
こ
と
に
着
目
。
日
本
企
業

約
1
0
0
万
社
の
売
上
高
な
ど

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
回
か
ら
、
各

取
引
で
の
細
か
い
お
金
の
流
れ

を
推
定
す
る
理
論
を
考
え
出
し

た
。
地
域
経
済
の
分
析
に
使
わ

れ
て
い
る
ほ
か
、
 
2
0
1
6
年

の
熊
本
地
で
は
地
震
直
後

こ
の
理
論
を
使
っ
て
全
国
企
業

0
1
.

0
だ

1
m

約
k

゛

ψ
,

原
子
力
発
所
の
廃
炉
な
ど

で
生
じ
る
廃
棄
物
の
う
ち
、
放

射
性
物
質
と
し
て
扱
う
必
要
が

な
い
も
の
を
区
分
す
る
基
準

人
体
へ
の
年
間
線
が
、
自
然

界
か
ら
受
け
る
放
射
線
(
世

界
平
均
で
年
間
2
 
・
 
4
、
、
少

.

箸
)
に
比
べ
て
十
分
に
低
い
年

問
0
・
仇
、
、
少
・
箸
以
下
に
な
る

よ
う
に
、
 
2
0
0
5
年
の
原
子

炉
等
規
制
法
改
正
で
定
め
ら
れ

た
。
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
廃
棄

物
は
、
経
済
産
業
省
の
認
司
を

受
け
た
上
で
、
再
利
用
や
通
常

の
売
り
上
げ
が
月

円
減
る
と
饗

高
安
准
教
授
ば

ネ
ッ
ト
や
人
の
ネ

な
ど
、
社
会
に
潜

ル
の
研
究
が
進
め

動
き
を
よ
わ
理
鯉

に
な
る
」
と
話
L

C
G

が
進
ん

さ
れ
て
、

幾
何
讐

が
あ
わ
、

殆
姦

よ
つ
と
ー

か
ら
な
(

自
然
界
の
放
射
線
量
よ
b
低
く

ボ
ル
ト
ガ
ル

の
産
業
廃
棄
物
と
同
じ

よ
う
に
処
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

国
内
で
は
現
在
、
ー

9
9
8
年
に
運
転
を
停

止
し
た
日
本

d
一
初
の
商
業
用

r
 
原
発
「
日
本

原
子
力
発

東
海
所
」

城
県
東
海
村
)

(
茨

で
、

19

きつかけは国境の

境の長さで

張が食い違う

12版 2017年(平成29年)ワ月9日旧曜日)

ボルトガルスペイン

1960年代にマンデルブロ博士が荊目

テサイン部巡燧牝子

ーー部を拡大しても元と同じような
檀雑な形が現れる

物差しの大きさと測った長さとの
問に規則性がある

ラクタルとは
どの部分を拡大しても、

体と同じような複

形をしている特徴(な

相似性)を持つ図形

ブノワ・マンデルブロ博士
ボーランド出身の数学者。理論を
まとめ、1975年に「フラクタル」
という言葉を提唱

i

三陸のりアス式海岸

案斤ψ

クリアランスレベル

ロマネスコ(カリフラワ一の一種)

シ壬ルピンスキー・ギャスケット

三烏形の中心に逆三角形をあけ
ていくとできる図形

仙す

(・・・・・・・

木を見れぱ森が分かる
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自然の美しさの源?
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スフッフ
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コッボ曲線

直線の中央に三
角形を加えていく
操作を無限に繰り
返していくとでき
る図牙三
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'■一,,凡

活躍の場広がる

陰を模した日よけ
ンラクタル(シエルビンスキ

ギャスケット)の特徴を持
つ図形に似た穴があけられ

た日'け。風通しがよく屋根

が熱くならないため、体感温

度か?~3'C低くなる(迺井

敏・京大教授提供)

コンビユーター
クラフィツクスに
フラクタル理論に基づいて

描かれたコンビユーターク

ラフィックスの雲(西田友是

東大名ど教授提供)

他にも経済理論
などに使われている



元
の
図
と
同
じ
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
ヲ
ラ
ク
タ
ル
」

羅
に
は
こ
の
特
徴
を
持
つ
も
の
が
多
い
。
こ
う
し
た
複
讐
形
を

ラ
ク
タ
ル
理
論
」
が
、
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
(
C

活
用
さ
れ
て
い
る
。

(
大
山
博
之
)

長
さ
測
b
方
で
差

似
た
形
が
ど
こ
か
に
現
れ
る
。

数
学
者
、
プ
ノ
ワ
・
マ
ン
デ

ル
プ
ロ
博
士
圍
は
1
9
6
0
年

代
そ
う
し
た
複
雑
な
形
を
数

学
の
考
え
方
で
と
ら
え
る
理
論

を
ま
と
め
た
。
そ
の
き
っ
か
け

は
海
岸
線
や
国
境
線
の
長
さ
を

巡
る
議
論
だ
っ
た
。

複
雑
な
国
境
線
な
ど
の
長
さ

は
、
測
る
物
差
し
の
長
さ
に
よ

つ
て
異
な
る
。
小
さ
な
禦
し

を
使
え
ぱ
、
よ
り
細
か
い
凸
凹

ま
で
測
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら

だ
。
当
時
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス

ペ
イ
ン
が
考
え
て
い
た
国
境
の

長
さ
に
差
が
あ
っ
た
の
も
そ
の

た
め
だ
。
つ
ま
り
、
物
差
し
が

小
さ
く
な
る
ほ
ど
距
離
が
長
く

な
る
。
マ
ン
デ
ル
プ
ロ
博
士
は
、

物
差
し
と
距
離
と
の
間
の
数
学

的
な
規
則
性
に
着
目
。
ま
と
め

た
理
論
は
、
後
に
フ
ラ
ク
タ
ル

理
論
と
名
付
け
ら
れ
、
世
界
中

で
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

特
に
C
G
分
野
で
は
、
即
年

累
ら
盛
ん
に
応
用
さ
れ
て
き

た
。
山
や
川
、
木
や
雲
な
ど
は

自
己
相
似
性
を
備
え
て
お
り

フ
ラ
ク
タ
ル
理
論
を
使
え
ぱ
自

然
な
形
が
描
け
る
た
め
だ
。

例
え
ぱ
、
を
描
く
場
合
、

複
数
の
大
き
な
球
で
雲
の
原
型

を
作
り
、
周
り
に
小
さ
な
球
を

フ
ラ
ク
タ
ル
理
論
に
基
づ
い
て

配
置
し
て
い
く
と
自
然
な
形
が

で
き
あ
が
る
一
C
G
研
究
で
草

分
け
の
西
田
だ
是
・
東
京
大
名

教
授
(
能
)
は
「
り
ア
ル
な
画

像
を
少
な
い
デ
ー
タ
と
手
間
で

作
れ
る
」
と
話
す
。

▲

震
の
損
失
推
定

デ
フ
1
に
、
」

ン
ら
、
制
ば
た

マ
か
し
船
剰
れ

・
ド
米
即
言
壊

ワ
ン
渡
 
0
う
「

ノ
ラ
、
た
い
」
 
0

後
め
と
た
る

の
務
ル
つ
い

回

そ
を
夕
ぎ
て

を
う
ま
く
応
用
で
き
れ
ぱ
、
細

部
か
ら
全
体
像
を
つ
か
ん
だ

り
、
全
体
を
見
て
細
部
を
推
定

し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。

高
安
美
佐
子
・
東
京
工
焚

准
教
授
は
、
企
業
同
士
が
取
引

を
す
る
複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
フ
ラ
ク
タ
ル
構
造
が
灣
で

い
る
こ
と
に
着
目
。
日
本
企
業

約
1
0
0
万
社
の
売
上
高
な
ど

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
回
か
ら
、

取
引
で
の
細
か
い
お
金
の
流
れ

を
推
定
す
る
理
論
を
考
え
出
し

た
。
地
域
経
済
の
分
析
に
使
わ

れ
て
い
る
ほ
か
、
 
2
0
1
6
年

の
熊
本
地
で
は
地
饌
直
後

こ
の
理
論
を
使
っ
て
全
国
企
業

,
.

1

大
一
置
報
な
ビ

膨
サ
位
情
に
一

、

る
・
ゆ
 
0
能
サ
で

、
 
P
.
か
わ
さ

み
一
絵
ど
分
し
用

生
"
ム
*
、
"
跡

で
ト
テ
歴
集
増
飢

活
ネ
シ
動
の
げ
懐

済
・
位
移
タ
"
で

経
ル
測
の
一
り
ス

"
"
球
"
,
涜
W

し
シ
地
一
た
で
い
、

ら
一
全
力
し
ん
叱

暮
ソ
や
C
う
か
ど

の
、
み
ー
こ
つ
な

々
ぱ
込
系
て
を
る

人
え
き
通
っ
ど
す

例
害
交
よ
な
り

0
の
、
に
向
た

一
報
上
報
展
動
げ

デ
情
鋤
情
発
の
な

グ
子
療
の
客
つ

ツ
電
診
術
に

ビ
な
絽
、
技
 
0
上

ス
報
信
た
向

ビ
情
通
っ
ス

=

の
売
り
上
げ
が
月
約
7
0
0
0

億
円
減
る
と
推
定
し
た
。

高
安
准
教
授
は
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
、
社
会
に
潜
む
フ
ラ
ク
タ

ル
の
研
究
が
進
め
ぱ
、
社
会
の

動
き
を
よ
り
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
る
」
と
話
し
て
い
る
。

'
.
.

喜
経
堂
困
師
読
本

▲■
■
■

C
G
の
世
界
で
は
早
く
か
ら
フ
ラ
ク
タ
ル
の
応
用

が
進
ん
で
お
り
、
芸
術
的
な
画
像
が
歌
々
と
生
み
出

さ
れ
て
き
た
。
万
華
鏡
を
の
ぞ
い
た
よ
う
な
複
雑
な

幾
何
学
模
様
や
、
幻
想
的
な
花
な
ど
を
描
い
た
作
品

が
あ
り
、
フ
ラ
ク
タ
ル
ア
ー
ト
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
が
自
然
の
も
の
を
美
し
く
感
じ
る
の
は
、
ひ

よ
つ
と
し
た
ら
フ
ラ
ク
タ
ル
の
特
徴
を
備
え
て
い
る

か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

自
然
界
の
放
射
線
量
よ
り
低
く

業
廃
棄
物
と
同
じ

乏
処
分
す
る
こ
と

き
る
。

一
内
で
は
現
在
、
ー

菩
年
に
運
転
を
停

止
し
た
日
本

初
の
商
業
用

原
発
「
日
本

原
子
力
発
電

東
海
発
電
所
」

城
県
東
海
村
)

の
全
廃
棄
物
約
卯
万
ナ
の
う

ち
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
を

満
た
し
て
い
る
の
は
約
2
割
に

あ
た
る
約
4
万
1
1
0
0
小
ノ
。

こ
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
約
2
3

0
小
ノ
が
べ
ン
チ
や
テ
ー
プ
ル
の

脚
部
な
ど
に
加
工
さ
れ
た
。

廃
棄
物
を
利
用
し
た
べ
ン
チ

・
写
真
・
は
今
年
3
月
現
在
で

船
台
作
ら
れ
、
主
に
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自然の美しさの源?

誌売新聞社広告局・東京新聞広告局協賛/大東建毛

h1目1 ,_,11目1,V

相続税改正や低金利などによって、これからの時代の有効な資産活用法として注目を集める貸事業。一方で経営には、空室発生や家下落、自然

災害などのりスクもあります。経営を検討い対ιく際にあらかじめこ理解いただくボイントを最新の市場動向をもとに、専門家が分かりゃすく解説します。

賃貸経営のりスクと対策について講演1

益FPオフィス代衷取締役

CFP、FP技能士(1級)、宅地建物取引土住宅口ーンアドバイザー

佐藤益弘氏さとぅよしひろ

10:00~11:00

企業の不産部門でマンション闘発、販売統括、管理支援などの主任を務める中、ファイ
ナンシャルプランナーの格を取し、独立.不動産にまつわるお金のプロフェッショナル
としτ、住宅口ーンや相続・事業承継、物件経営や空き家対策など、年間多数の顧客
サポートを担当。

講演2 今後選ばれつづける賃貸住宅とは
住宅産研究所務取締役

,水直人氏しみずなおと
住友林業で8年問営業現場を経験後、2001年3月に住宅産業研究所へ入社.営業

情粧をも_メーカー、ビルダーに取材し、時代に口つた住宅販売戦術を分析0その

11:10~12:10

てbる方、廷て脊えをお寺えの方、必鼎。

7月22日(土)
10:00~12:10
(開場9:30)

ルブロ博士 1924年生まれ。子ども
ランスに移住し、バリ大学で
BMの研究所の研究員や工ール大
日本国際を受した。10年に死去
マンデルブロ博士の造語で、ラテン
などという意味の「fractus」が語

同時開催・要予約目:1

企画・制作読売新聞社広告局
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お申し込み方法
こ希望の方は、以下の必要項にお答えの上、話・FAX・VVEB・ハガキのいず

れかでお申し込みください。①氏名し3、りがな)②〒・住所③話番号④年

⑤職業⑥参加希望人数⑦同行者の名前⑧同行者の〒・住所⑨個別相談会の

有無⑩個別相縦会の希望時間帯(第1~第3希まで)及び相談内容

冨..0120-524-411(平日 9:30~18:00)
回乱回FAX 03-557フ・3043(24時問受付)

WEB htゆ://wwwfudousan・seminar.nevyomiuri/

ハガキ〒101-0054 京都千代田区神田町1・8-11 回"
錦町ピルディングフ階「貸経セミナーY丁係」

応募締切 7月玲日(水)必
縦応募多敦の堰合は抽選になります.落選の方への逓知は行っておりません.崇こ加の方には糖券を船送りいたしま
す。楽開催日前のお申し込みの場合は覚話で対応させτいただ老ます。楽お申し込みいた雌いた個人情報は、本セミ
ナーの還営およぴ協社からの高品・サーピスのこ案内のために利用させτいた走害ます.叢個別相会を希された
方には、時聞調整のため務局よりこ絡させていただく堤合がこざいまサ.棄こ予約などの確認のため、務から事
前にこ絡させτいた詑く場合がこざいます.

が改定されましたので、ハガキでお申し込みの際はこ注意ください.以2017年6月1日から

嵩軸口

こ所有の土地が
活したい等、
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r 錘営のりスウを
正しく理解するための
大切なポイント」
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経営に適しているか知りたい、空き家を
纒営や土地活用の郷問やお悩みに、専任
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